
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ １ 

今回は、田坂さん家(沖代町)のワンちゃんを 

紹介します。 
 

発 行 

２０２４年 

1 1 月 

 

沖代小 4年生 

後 藤  優
まさ

 継
つぐ

 さん 

指導：山本書道塾 山本華彩 

10 月８日（火）令和６年度沖代校区ネットワーク

協議会主催(沖代公民館共催)研修会を開催しました。

講師に中津市役所総合政策課の方をお迎えし、「多文

化共生は思いやり」～やさしい日本語を学ぼう～と題

して、ご講演いただきました。外国人総合相談センタ

ーの相談員の方も参加し有意義な研修会でした。 

研修内容 

（現中学 1 年生   研修会当日会場に展示しました） 参加者の声（アンケートより） 

○実際に外国から来られた方たちのお話が伺え

て、理解しやすく、とてもよかったです。 

○日本人は解っていても外国の方には解らない

ことが多いので、文化の違い等も考えながら対

応していきたい。 

○ロールプレイもあり解かりやすかったです。何

気なく使っている表現でも解かりにくいもの

があると具体的に知ることができました。 

○方言が通じないことは言われて実感しました。 

参加者の皆さんも書き

言葉と話し言葉の演習

問題に取り組みました。

やさしい日本語への書

き換えや、やさしい日本

語を話してみました。 

相談員さんが「やさしい日本語」の 

ポイントを説明。ゴミ出しの場面 

では、相談員さんが寸劇で実演しました。会場からは、笑いも起こりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創刊にあたり 

秋季さわやかにみなぎる好季節となりましたが、皆様どのよ

うにお過ごしでしょうか。 

昨年度からの中津市の福祉の里づくりも今年の８月で一段

落しましたが、折角、集まった仲間をこれっきで解散するのは

もったいない気がします。そこで、福祉の里づくり沖代校区を

担当した仲間で、このたび、「校区の明るいまちづくり」沖代

まるごと情報紙を発刊する運びとなりました。 

皆様により身近な情報をご提供したいと思いますので、今後

ともご協力お願いします。 

（創刊号より、沖代のなかま襖田代表のあいさつ文） 

広告第 1号 

       今回、広告を出していただいた「え

じまや」さんは、前号の情報紙を見

て、ご連絡いただきました。 

「沖代校区の皆さんに、今までお世

話になっているので何かできれば 

と思いました。」と言って下さいました。 

ありがとうございました。 

（２０１０年 6月 第 9号より） 

２ ３ 

第５０号を迎えて 

あいがも 事務局長 佐藤徹志 

○私が、情報紙作成にかかわるようになったのは、２０１０年４月

に事務局に入ってからのことで、その年の 6 月に発行予定だった第

９号から作成に参加しました。 

○創刊号は、２００６年１０月１５日発行でした。題字は手書きの

筆文字で、創刊号から第５号までは、すずめの家のお父さんだった

金光睦治さんが書かれていました（2006 年～2008 年） 

○広告第１号は、「えじまや」さんでした。現在も広告掲載は続い

ています。（２０１０年６月） 

○A３表裏だった情報紙の形が変わったのは、第１０号からで、A4

サイズ４ページの形になりました。これは、全国コミュニティライ

フサポートセンター代表の池田昌弘氏が来られた時に、アドバイス

があり変更することになりました。（２０１０年１１月） 

○マップ（知っ得マップ）は、沖代のなかま時代からありましたが、

新しい形でのマップは第１１号からのようです。自治区編・公共施

設編・病院編がありました。 

○今夜の一品は、第１０号から掲載が始まり、現在も続いています。 

○あいがも独自でホームページを開設していた期間は、情報紙もア

ップしていました。その後、中津市のホームページでも掲載される

ようになりました。（第 34 号～２０１８年 11 月） 

○記念すべき５０号を迎えました。これまで、原稿をお寄せくださ

ったみなさん、広告主のみなさん等々…、情報紙づくりにご協力く

ださったみなさん、本当にありがとうございました。そして、読者

のみなさんありがとうございました。今号は５０号ということで全

面カラー印刷にしました。今後とも、ご愛読、原稿のご協力よろし

くお願い申し上げます。 

（２００９年６月 第６号より） 

（２０１３年１１月 第１９号より） 

（２００９年６月 第６号より） 

校区まるごと情報発刊 50号おめでとうございます 

吉田日出子 

 平成１８(2006)年、中津市地域福祉計画活動計画策定の際の作業部会終了後に、参加し

たメンバーで、襖田さんを中心に「沖代のなかま」を結成し、まずは情報の発信をと、各戸

に配る情報紙「沖代まるごと情報」を発行。平成 19(2007)年からは年 3 回の発行となり

ました。 

 その後、平成 21(2009)年に沖代で活動する 15 団体で「沖代校区ネットワーク協議会」

が発足し、まるごと情報紙も“沖代校区まるごと情報”として、事務局「あいがも」が担う

ようになりました。事務局の愛称「あいがも」は、その時スタッフだった佐野君という人が

「愛」が良いといいました。当時、沖代では、ボランティアのグループ名を、鳥シリーズで

決めていました。すずめ、のじこ、こまどり…等、それで、「愛」と当時自治会長をされて

いた加茂さんの名前から「あいがも」に決まったのです。 

 沖代という新興住宅地で、つながりの少ない土地柄をつなぐのは、情報共有が一番と思い

ます。子どもたちには、ふるさとを、高齢者には一日も長く在宅で生活できるような、住民

同士のやさしさが、情報を通じて育まれてほしいと思います。 

 沖代校区まるごと情報あいがもの発信を、今後とも心から期待いたします。 

創刊号（2006年 10月 15日発行） 


